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H36a Ashra望遠鏡を用いた高エネルギーγ線天体の探索
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Ashra望遠鏡は広角 1分角精度の光学系を用いた、全天同時観測型の宇宙線望遠鏡である。イメージインテン
シファイアを利用した球面焦点面を持つ光学系、固体撮像素子の利用が可能にした全天での同時観測という、こ
れまでの宇宙線望遠鏡とは異なる方式の望遠鏡である。

AshraではTeVγ線、高エネルギーニュートリノといった、空気シャワーを使った高エネルギー宇宙線の観測
を行う。また同時に可視光で全天を監視することが可能であるため、GRBの初期観測も計画している。

本講演では、AshraによるTeVγ線の観測について報告する。これまでに、経緯台式の試作望遠鏡を用いた試
験観測を、米国ハワイ州マウイ島のハレアカラ山頂にて行って来た。この観測のまとめと、今後の全天TeVγ線
探査の計画について発表する。


